
2050年研究会～未来デザインフォーラム～
2018.11.9 /合同庁舎２号館低層棟１階共用会議室２Ａ・２Ｂ

低密度化する地区のデザインと
都市のプランニング

村山 顕人
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 准教授
http://up.t.u-tokyo.ac.jp/%7emurayama/



コンパクト・シティの２つの議論

・縮小する都市＝コンパクト・シティ？
・結果として低密度化する地区をどうする？
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人口減少を背景とする都市の諸問題

静岡市：みんなで進める「コンパクトなまちづくり」（立地適正化計画案の解説）（2016） 3



拠点と郊外のメリハリを

静岡市：みんなで進める「コンパクトなまちづくり」（立地適正化計画案の解説）（2016） 4
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日産自動車・
関東自動車
（トヨタ系）
等の撤退
（21世紀）

FIATの規模縮小
（1970年代）

縮小する都市*への介入 *人口や経済の規模が縮小するのであって、
必ずしも市街地の物理的縮小を意味しない



「間にある都市」（Zwischenstadt / Cities without Cities）
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• ドイツの建築家トマス・ジーバーツ
による著書の日本語版

• 2006年に初版が出版され一度は絶版
になったが、近年、改めて本書の内
容に関心が集まり、11年後の2017
年に再販

• 我々が生活する都市田園空間のカタ
チを扱い、「コンパクト・シティ」
に疑問を投げかける



「間にある都市」（Zwischenstadt / Cities without Cities）
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• 従来、都市田園空間は、文明と文化
の中心として歴史的に形成された中
心都市及びその周辺にある複数の中
小都市と、それらの間を埋める田園
で構成されるものとして認識されて
きた

• 広域計画・都市計画も、この「コン
パクトシティ」を前提に展開

• しかし、経済・社会のグローバル化
や交通・物流・情報技術の革新によ
り、産業構造と生活様式が激変し、
従来の認識に基づく「コンパクトシ
ティ」の枠組みでは、都市・田園の
区分を超えて拡散した現代の生活域
を適切に捉えることができず、その
質を高めることができない

ドイツ・ルール地方の都市田園空間の特徴につ
いて解説するドルトムント工科大学Thorsten 
Wiechmann教授（縮小都市の専門家）



開発軸
・エリア
居住地
田園空間
開発拠点

「間にある都市」（Zwischenstadt / Cities without Cities）
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• 「間にある都市」＝「田園地域の海
に群島のように浮かぶ多数の都市」
（これは世界中で見られる。）

• より一般的には、「今日の都市が
『間にある』状態の中にあること
• 場所と世界の間
• 空間と時間の間
• 都市と田園の間

• 「都市と田園の間」は空間的に（あ
るいは物的環境として）理解しやす
い

• 「場所と世界の間」と「空間と時間
の間」は、実体験として共感できて
も、それを図や文章の箇条書きでシ
ンプルに説明することは困難

シュトゥットガルト都市圏の
ネットワーク構造（空間戦略）

トマス・ジーバーツ著，蓑原敬監訳：「間にある都市」
の思想：拡散する生活域のデザイン，水曜社



「間にある都市」（Zwischenstadt / Cities without Cities）
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• 今の日本で改めて注目される理由は、2006年にまちづくり三法（大規模
小売店舗立地法、都市計画法、中心市街地活性化法）が改正された頃か
ら規範とされてきた「コンパクトシティ」や「集約型都市構造」を、現
実の都市田園空間を踏まえて冷静に再評価すべき時期に来ているから

• 一度拡散した生活域「間にある都市」を再び「コンパクトシティ」に戻
すことが必ずしも有効でないとの意見が出てきている

• 人口や世帯数が減少する中、都市を小さくして（コンパクト化して）み
んなが集まって暮らせば、様々な公共施設・サービスの効率化、自動車
依存型生活からの脱却による環境負荷の低減、都市中心部及びその周辺
における空き家・空き地の解消が実現するかも知れない

• 一方では、都市を小さくする過程で発生するコスト、都市ではなくなっ
てしまう空間の管理など「コンパクトシティ」の新たな問題が発生する
可能性が高い

• 「間にある都市」の計画・デザインは、拡散した生活域の実態を受け入
れ、それを無理にコンパクト化することなく、広域的な役割分担・連携
と空間デザインを通じて、その質を高めようとするもの



10

「パッチワーク都市づくり」
（Patchwork Urbanism）
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パッチワーク：これが動態的に変化する土地利用

https://www.amazon.co.jp/パッチワークキルト-マルチカバー-190×240cm-REJ143/dp/B01M3SUZI0



低密度化する地区のデザイン
- EcoDistrictsの新しい型の模索 -

・EcoDistrictsの考え方
・郊外住宅地
・農住共生地区（旧スプロール地区）

２
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EcoDistricts：「我々は都市を変える計画を持っている。」

ecodistricts.org
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・EcoDistricts 創設者
・Executive Director, Portland Sustainability Institute（ポートランド市役所からスピンオフしたNPO）
・Clinton Foundation（北米各地の気候変動アクションをサポート）
・ポートランド市役所、バンクーバー市役所（1998-2005）
・University of Massachusetts-Amherst School of Landscape Architecture and Regional Planning
修了



15ecodistricts.org

EcoDistricts チーム（事務局）



16ecodistricts.org

EcoDistricts の事例紹介



参考：EcoDistricts Road Map

枠組み

組織化
（参加とガバナンス）

手法（戦術）検討

方針と資金確保
建物＋インフラストラクチュア

（プロジェクト）
人々＋生活行動
（プロジェクト）

・地域エネルギー
・建物の改修
・グリーン・インフラストラクチュア
・下水処理
・スマート・グリッド 等

・研修＋教育
・社会マーケティング
・需要管理
・資源の共同利用（シェアリング）
・持続性の評価 等

様々な地域主導まちづくりプロ
ジェクト（＝戦術）を通じて、
低炭素まちづくりの目標を達成
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EcoDistricts: PROTOCOL  VER | 1.1, 2016
村山顕人：エコディストリクト：既成市街地を持続再生させる新たな挑
戦，BIOCITY（ビオシティ），No.73，pp.35-43，2018

大きなビジョンは大事だが、それだけでは物事は進まない
エコディストリクト：地区スケールの都市再生を通じて都市の持続性を高める

https://ecodistricts.org
18
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Christine Mondor and Anna Rosenblum
（著），村山顕人（訳）：ミルベール・エコディス
トリクト・ピボット2.0（地図の中の風景-79），
都市計画，Vol.66，No.4，表紙裏，2017 19



ミルベール・エコディストリクト
Millvale Pivot Plan 2.0 20



エコディストリクトの考え方

村山顕人：エコディストリクト：
既成市街地を持続再生させる新たな挑
戦，BIOCITY（ビオシティ），No.73，
pp.35-43，2018

詳しくはこちら↓

21



22

EcoDistricts Summit 2018（10.16-18＠ミネアポリス）
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EcoDistricts Summit 2018（10.16-18＠ミネアポリス）



50年後の緑の都市近隣地区現状

歯抜け状態
の空地

整理統合・整
備された空地
＝グリーンイ
ンフラストラ
クチュア
→秩序良く低
密度化された
地区

目標とする
魅力的なラ
イフスタイ
ル

低密度化地区の例
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低密度化する市街地の
「幸せなシナリオ」
▶ 郊外住宅地のリノベーション
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人口減少による低密度化の現実を受け止め
て、より豊かに暮らせる住宅地の形成を目指
す脱成長時代の都市・まち

の将来像と空間計画
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低密度化する市街地の
「幸せなシナリオ」
▶ 郊外住宅地だけではない
• 旧中心市街地，インナーシティ，密集市街地，
スプロール市街地等

• 空き家・空き地問題を対症療法的に解消しよう
とするのではなく，発生の空間的・時間的パ
ターンが不確実な空地により低密度化する市街
地の変容過程を計画・デザイン・マネジメント

脱成長時代の都市・まち
の将来像と空間計画
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低密度化する市街地に合う
新しい乗り物の登場
▶ 公共施設へのアクセスも再考

脱成長時代の都市・まち
の将来像と空間計画
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）

Claudia Cassatella and Akito Murayama eds: Planning for the global 
urban agenda. Shaping ecodistricts in Tokyo suburbs, Politecnico di 
Torino, 2018, http://hdl.handle.net/11583/2712031



30

Nishi-Tokyo City Mayor 
Koichi Maruyama 

PoliTo Professor  
Giancarlo Cotella

Akito Murayama
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）



31

西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）
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西東京市の農住共生地区の検討（2017年度大学院演習）



地区の取り組みを応援・編集する
都市のプランニング

- デトロイト市の事例から学ぶ -

３



37Detroit Future City Strategic Framework (2012)

デトロイトの非法定計画：作り方が日本と逆
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デトロイト：敷地・街区→地区（街区群）→全体

Detroit Future City Strategic Framework (2012)
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Detroit Future City Strategic Framework (2012)

デトロイト：敷地・街区→地区（街区群）→全体
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Detroit Future City Strategic Framework (2012)

デトロイト：敷地・街区→地区（街区群）→全体
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Detroit Future City Strategic Framework (2012)

デトロイト：敷地・街区→地区（街区群）→全体
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デトロイト：敷地・街区→地区（街区群）→全体
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都市計画学：変化に対応するプランニング

中島直人，村山顕人，髙見淳史，樋野公宏，寺田徹，廣井悠，瀬田史彦（共著）：
都市計画学：変化に対応するプランニング，学芸出版社，2018



まとめ
・「コンパクト・シティ」を疑う：持続可能な都市の形態へ
・低密度化する地区のデザインを具体的に：
・様々なデザイン提案を出し合う
・EcoDistrictsの枠組みの適用：組織形成→ロードマップ
→実施・評価のプロセス

・「敷地・街区→地区（街区群）→全体」という順番

４


